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要旨：2008 年，麻疹全数把握サーベイランスにおいて医療機関から報告された麻疹疑い患者 220 例の臨床検体ついて，RT-PCR

検査や血清学的検査などの実験室診断が実施された．その結果，41 例について麻疹が確定診断された． このうち 6 例は県外か

らの移入例，32 例はこれら移入例からの 2 次および 3 次感染例，3 例は疫学的リンクが不明であった．RT-PCR で陽性を示し

た 38 例について，麻疹ウイルス N 遺伝子(385bp）の塩基配列の相同性の比較と分子系統樹解析を行った．その結果， 2006～

2007 年の分離株と高い相同性を示し同じクラスターに属した．
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Ⅰ はじめに
沖縄県は，県内から麻疹を排除するための対策の一つとし

て，県内で発生する麻疹全数を把握するサーベイランスシス

テムを県独自で構築し，2003 年１月より先進的に実施して

いる 1)．

全数把握サーベイランスシステム導入後，麻疹確定例は

2003 年 19 例，2004 年 16 例，2005 年は麻疹発生ゼロ 2)，

2006 年 18 例 3)，2008 年 22 例 4)で推移している．麻疹ゼロ

達成後 2006～2007 年の麻疹症例をみると，全て県外からの

移入例とリンクした症例であった 5，6，7)．

2008 年の麻疹全数把握サーベイランスでは 41 例の麻疹が

確定診断され，このうち 6 例は県外からの移入例，32 例が

移入例とリンクした症例，3 例は疫学的リンクが不明であっ

た．本稿では，これらの患者情報および病原体情報につて解

析したので報告する．

Ⅱ 方法
1. 患者情報の集計解析

医療機関より保健所に届出のあった患者情報については，

県健康増進課が集計し解析した．また，麻疹が確定した場合

は，保健所により積極的疫学調査が実施された．

2. 検査材料

検査に用いた臨床検体は，本人または保護者から書面にて

インフォームドコンセントを得た後，咽頭ぬぐい液および末

梢血液が採取された．

3. 検査方法

(1)RNA の抽出

QIAamp Viral RNA Mini Kit （QIAGEN）を用い，添付

のプロトコルに従って行った．

(2)RT-PCR および Nested-PCR

N 遺伝子のプライマーおよび RT-PCR の反応条件は，マ

ニュアル第 2 版（国立感染症研究所）に基づいた．RT 反応

に使用した逆転写酵素は，PrimeSprict RT reagent Kit（タ

カラバイオ社）を用い，1stPCR 反応および Nested PCR 反

応には Taq DNA Polymerase は，PerfectShot ExTaq；

Loding dye mix（タカラバイオ社）を用いた．Nested PCR

によって得られた増幅産物を 3％アガロースゲルで 40 分間

電気泳動後，エチジウムブロマイドで染色し，UV 下で

533bp の増幅産物の有無を確認した．

(3)塩基配列の決定

RT-PCR で N 遺伝子が検出された検体は，ダイレクトシ

ークエンス法により PCR 産物の塩基配列（385bp）を決定

し，相同性検索および MEGA4 (free software)を用いて近

隣結合法による分子系統樹を作成した．

(4)ウイルス分離

ウイルス分離は，咽頭拭い液を 3,000rpmで 15分遠心後，

上清 500μl を Vero/hSLAM 細胞（25×25cm2 フラスコ）

に接種後，35℃で培養し１週間観察した．

1)沖縄県健康増進課
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Ⅲ 結果
1. 麻疹患者発生状況

医療機関からの麻疹疑い例の全報告数は 220 例で，この

うち PCR 検査のため当研究所に検体提出があった検体は

217 例であった．麻疹が確定した症例は 41 例(18.6％)，否

定された症例は 179 例（81.3％）であった．

全数把握サーベイランスにおける 2008年の麻疹患者発生

状況を図１に示した．最初の麻疹確定患者は県外からの移入

例で，第 11 週（3/9～3/15）に発生し，これを発端に計 24

名の集団発生となり，第 18 週（4/27～5/3）の 1 例を最後に

終息した．また，この間には散発的な移入例 4 例と疫学リン

クが不明な 2 例も発生した．その後，第 19 週～33 週の間は

麻疹の発生はなかったが，第 34～36 週に再び移入例を発端

とした計９名の集団発生があり，第 37 週には疫学リンクが

不明な 1 例が発生した．
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麻疹確定患者 41 例を年齢群別でみると，20～24 歳 19 例

（46％），15～19 歳 10 例（24％），25～29 歳 5 例（12％），

10～14 歳 5 例（12％），5～9 歳 2 例（5％）の順であった

（図 2）．また，麻疹ワクチンの接種歴は，あり 19 例（46％），

なし 6 例（14.6％），不明 16 例（39％）であった．

麻疹の各発生事例について表 1 に示した．散発例は 7 件，

集団感染例は 2 件，計 9 件であった．疫学調査の結果，県

外からの移入例が 6 件，感染源不明が 3 件であった．また，

移入例の 2 件は集団感染の発端となり，1 件は屋内のライブ

コンサート会場で発生し，もう 1 件は野外でバーベキューを

したグループで発生した．

事例 No. 発生年月 発生状況 分離ウイルス 遺伝子型

1 2008年3-4月集団発生: 24例
関東・関

西
・中部

；初発患者は旅行歴あり
（東京・大阪・名古

屋）
MVi/Okinawa.JPN/11.08/1 D5

2 2008年4月 散発例 不明

3 2008年4月 散発例 不明 MVi/Okinawa.JPN/15.08/3 D5

4 2008年4月 散発例 関東 ；旅行者（神奈川県） MVs/Okinawa.JPN/15.08/4 D5

5 2008年4月 散発例 (1) 北海道 ；旅行者（北海道） MVi/Okinawa.JPN/16.08/3 D5

6 2008年4月 散発例 関東 ；修学旅行生（神奈川県）MVi/Okinawa.JPN/17.08 D5

7 2008年4月 散発例 関東 ；県外旅行歴あり（神奈川県MVi/Okinawa.JPN/18.08/1 D5

8 2008年8-9月集団発生: 9例 関東
；初発患者は旅行歴あり
（神奈川県）

MVs/Okinawa.JPN/34.08 D5

9 2008年9月 散発例 不明 MVs/Okinawa.JPN/36.08 D5

散発例（ ）は、2次感染者数

疫学調査に基づく感染源

2. 麻疹の検査診断

2008 年は，報告された全ての症例で検査診断が実施され

た．当所では PCR 検査とウイルス分離が 217 例（99%），

医療機関では血清学的検査が 57 例（26％）で実施された．

これらの検査診断により，麻疹が確定した症例は 41 例であ

った．PCR 検査では 38 例（咽頭ぬぐい液 37 例，血液１例）

が陽性となり，このうち 19 例（48％）でウイルスが分離さ

れた．PCR が実施されなかった 3 例については，急性期血

清について IgM 測定による血清学的診断がなされた．

3. 検出遺伝子の系統樹解析

PCR 陽性例について N 遺伝子の塩基配列を株間で比較し

た結果，相同性は 99.7～100％で高いホモロジーを示した．

分子系統樹解析の結果，2008 年の分離株は遺伝子型 D5 の

標準株 Mvi/Bangkok.THA/93.1 のクラスターに属した．

図 1．麻疹患者発生状況（2008 年）

図 2．麻疹患者年齢群別割合（N=41）
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果
図 3．麻疹ウイルス N 遺伝子分子系統樹解析結
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Ⅳ 考察

2008 年の麻疹疑い例の報告数は，220 例で過去最多の報

告数であったが，これらすべての症例で検査診断を達成した．

このことから，2003 年より実施している麻疹全数サーベイ

ランスシステムが，県内の医療機関に広く浸透し定着してい

ることが示唆された．

検査診断により麻疹が確定した 41 例は，15 歳以上の成人

麻疹が全体の約 8 割を占め，そのうちの半数以上は 20 代前

半であった．この結果から，現在中高生を対象に進められて

いるワクチンの 2 回接種だけでは十分な対策とはいえず，

20 代にも積極的にワクチン接種勧奨を行うことが重要と考

えられた．

分子系統樹解析の結果，2008 年の分離株はすべて遺伝子

型 D5 型と判明し，2006～2007 年の分離株と同じクラスタ

ーに属した．遺伝子型 D5 は，2006 年以降国内で流行する

主流の遺伝子型となっており，今後も遺伝子型の動向につい

ては監視していく必要がある．

2008 年は，県外からの移入例が 6 例発生し，これを発端

とした集団感染が 2 件発生した．一方，旅行歴がなく，麻疹

患者とのリンクが不明な症例も 3 例報告されており，他の感

染源が存在した可能性が示唆された．

2006 年以降本県の麻疹は県外からの移入例を中心とした

発生が後を絶たないが，大きな流行には発展せず短期間で終

息している．また，これまで発生した集団感染例のほとんど

は，保健所の詳細な疫学調査により感染源や症例間の疫学的

リンクがすべて明らかにされている．その要因として，PCR

検査の高い実施率が維持されていることが挙げられ，これに

より早期対応が可能となり，感染拡大防止に寄与していると

考えられた．
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